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(54)【発明の名称】 内視鏡の管路内清掃用ブラシ

(57)【要約】
【課題】ブラシ毛が管路とブラシ保護部材との間に挟み
込まれず、しかもブラシ軸の折れ曲がり等が発生し難く
て使い勝手のよい内視鏡の管路内清掃用ブラシを提供す
ること。
【解決手段】ブラシ保護部材５に最も近い側のブラシ毛
２の長さを、そのブラシ毛２が倒れてもブラシ保護部材
５の外面に重ならない長さに形成すると共に、その他の
位置のブラシ毛の長さを、ブラシ毛２が倒れたときにブ
ラシ保護部材５の外面に重ならない長さの範囲におい
て、ブラシ保護部材５から離れるにしたがって次第に長
く形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】操作軸の先端部分に配置されたブラシ軸か
らブラシ毛が突設されると共に、上記ブラシ毛の先側又
は後側にブラシ保護部材が設けられた内視鏡の管路内清
掃用ブラシにおいて、
上記ブラシ保護部材に最も近い側の上記ブラシ毛の長さ
を、そのブラシ毛が倒れても上記ブラシ保護部材の外面
に重ならない長さに形成すると共に、その他の位置のブ
ラシ毛の長さを、ブラシ毛が倒れたときに上記ブラシ保
護部材の外面に重ならない長さの範囲において、上記ブ
ラシ保護部材から離れるにしたがって次第に長く形成し
たことを特徴とする内視鏡の管路内清掃用ブラシ。
【請求項２】上記ブラシ毛の長さが、全範囲において、
上記ブラシ保護部材から離れるにしたがって次第に長く
形成されている請求項１記載の内視鏡の管路内清掃用ブ
ラシ。
【請求項３】上記ブラシ毛の長さが、上記ブラシ保護部
材から離れるにしたがって次第に長く形成され、上記ブ
ラシ保護部材から一定以上離れた位置では一定の長さに
形成されている請求項１記載の内視鏡の管路内清掃用ブ
ラシ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネルなど管路の内面をブラッシング清掃する
ために用いられる内視鏡の管路内清掃用ブラシに関す
る。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の管路内清掃用ブラシは一般に、
操作軸１の先端部分に配置されたブラシ軸３に、放射状
に多数のブラシ毛２が植毛され、さらにその先側に、ブ
ラシ毛２の保護等を目的とするブラシ保護部材５が取り
付けられている。
【０００３】そして、内視鏡の管路内をブラッシングす
る際に図５に例示されるような状態にならないよう、即
ち、ブラシ毛２の毛先が管路１０の内周面とブラシ保護
部材５の外面との間に挟み込まれる状態にならないよ
う、ブラシ毛２とブラシ保護部材５との間に相当の間隔
をあけたものが知られている（実公平３－１０７３０
号）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のように
ブラシ毛２とブラシ保護部材５との間の間隔を大きくす
ると、ブラシ毛２が挟み込まれる現象は発生しなくなる
が、管路１０への挿入に際してブラシ軸３がその部分で
折れ曲がったり引っ掛かり易くなるので、使い勝手が悪
くなってしまう場合がある。
【０００５】そこで本発明は、ブラシ毛が管路とブラシ
保護部材との間に挟み込まれず、しかもブラシ軸の折れ
曲がり等が発生し難くて使い勝手のよい内視鏡の管路内
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清掃用ブラシを提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の管路内清掃用ブラシは、操作軸の
先端部分に配置されたブラシ軸からブラシ毛が突設され
ると共に、ブラシ毛の先側又は後側にブラシ保護部材が
設けられた内視鏡の管路内清掃用ブラシにおいて、ブラ
シ保護部材に最も近い側のブラシ毛の長さを、そのブラ
シ毛が倒れてもブラシ保護部材の外面に重ならない長さ
に形成すると共に、その他の位置のブラシ毛の長さを、
ブラシ毛が倒れたときにブラシ保護部材の外面に重なら
ない長さの範囲において、ブラシ保護部材から離れるに
したがって次第に長く形成したものである。
【０００７】なお、ブラシ毛の長さが、全範囲におい
て、ブラシ保護部材から離れるにしたがって次第に長く
形成されていてもよく、或いは、ブラシ毛の長さが、ブ
ラシ保護部材から離れるにしたがって次第に長く形成さ
れ、ブラシ保護部材から一定以上離れた位置では一定の
長さに形成されていてもよい。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は内視鏡の管路内清掃用ブラシの先端部
分を示しており、例えばステンレス鋼線製の撚り線又は
コイルパイプ等からなる可撓性の操作軸１の先端を真っ
直ぐに延長してブラシ軸３が形成されている。ただし、
パイプ材等を介して操作軸１の先端にブラシ軸３を連結
してもよい。
【０００９】ブラシ軸３は、例えばバネ性のある二本の
ステンレス鋼線を寄り合わせたものであり、その二本の
素線の間に、多数のブラシ毛２が挟み込まれた状態に植
毛されている。
【００１０】各ブラシ毛２は、例えば弾性に富むポリア
ミド樹脂等からなる短い一様な長さの可撓性繊維であ
り、ブラシ軸３を形成する二本のステンレス鋼線の間に
きつく挟み付けられた状態で、ブラシ軸３を中心に放射
状に突出する状態に配置されている。
【００１１】ブラシ軸３の先端には、内径が細過ぎる管
路内への挿入を規制してブラシ毛２の変形や損傷等を防
止するために、例えば円盤状の金属製のブラシ保護部材
５が取り付けられている。ただし、ブラシ保護部材５は
プラスチック製であってもよく、球状、円錐状その他各
種の形状であっても差し支えない。
【００１２】ブラシ毛２のブラシ軸３からの突出長（以
下「毛長」という）は、ブラシ保護部材５に最も近い位
置において最も短く、ブラシ保護部材５から離れるにし
たがって次第に長く形成されている。
【００１３】ただし、ブラシ保護部材５に最も近い位置
のブラシ毛２でも、毛長がブラシ保護部材５の半径より
長く形成されて毛先がブラシ保護部材５より側方に突出
しており、且つブラシ保護部材５側に倒れてもブラシ保
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護部材５の外面に重ならない（即ち、図５に示されるよ
うに管路１０とブラシ保護部材５との間に挟まれる状態
にならない）毛長に形成されている。
【００１４】また、ブラシ保護部材５から離れるにした
がって毛長が次第に長く形成されているその他のブラシ
毛２も、各々、ブラシ保護部材５側に倒れたときにブラ
シ保護部材５の外面に重ならない毛長に形成されてい
る。
【００１５】このように構成された内視鏡の管路内清掃
用ブラシは、ブラシ毛２が挿入された管路の内周とブラ
シ保護部材５の外面との間に挟み込まれず、しかもその
ようにするためにブラシ毛２とブラシ保護部材５との間
に広い間隔をあける必要がないので、ブラシ軸３の折れ
曲がり等が発生し難くて使い勝手がよい。
【００１６】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば図２に示されるように、ブラシ毛２
の毛長が、ブラシ保護部材５から離れるにしたがって次
第に長く形成されているものの、ブラシ保護部材５から
一定以上離れた位置では一定の長さに形成されていても
よい。
【００１７】また、図３及び図４に示されるように、ブ
ラシ保護部材５がブラシ毛２の後側に配置された管路内
清掃用ブラシに本発明を適用し、ブラシ毛２が後方へ次
第に窄まった形状になるように形成してもよい。６は、
ブラシ軸３の先端を結束する先端結束チップである。
【００１８】
【発明の効果】本発明によれば、ブラシ保護部材に最も*
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*近い側のブラシ毛の長さを、そのブラシ毛が倒れてもブ
ラシ保護部材の外面に重ならない長さに形成すると共
に、その他の位置にブラシ毛の長さを、ブラシ毛が倒れ
たときにブラシ保護部材の外面に重ならない長さの範囲
において、ブラシ保護部材から離れるにしたがって次第
に長く形成したことにより、ブラシ毛が管路とブラシ保
護部材との間に挟み込まれないようにするためにブラシ
毛とブラシ保護部材との間に広い間隔をあける必要がな
く、ブラシ軸の折れ曲がり等が発生し難くて使い勝手が
よい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の管路内清掃用
ブラシの先端部分の側面図である。
【図２】本発明の第２の実施例の内視鏡の管路内清掃用
ブラシの先端部分の側面図である。
【図３】本発明の第３の実施例の内視鏡の管路内清掃用
ブラシの先端部分の側面図である。
【図４】本発明の第４の実施例の内視鏡の管路内清掃用
ブラシの先端部分の側面図である。
【図５】旧来の内視鏡の管路内清掃用ブラシが管路内に
挿入された状態の側面断面図である。
【符号の説明】
１  操作軸
２  ブラシ毛
３  ブラシ軸
５  ブラシ保護部材
１０  管路

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】 【図５】
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